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本マニュアルは、長崎大学の取り組みである、インテリジェント養殖を基軸にした
「ながさきBLUEエコノミー」形成拠点において収集される生簀内外のさまざまなデータを
記憶・管理し、利活用を行うことができるデータ利活用基盤の操作マニュアルとなります。

本節では、管理者が操作できる各システムの概要について説明いたします。
下図は本システムの構成図です。

次ページより、管理者が操作可能な、下記システムの概要について説明いたします。
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1 ランディングページ システムにブラウザでアクセスした時に最初に表示されるページ

2 CKAN データの公開・共有・発見・活用をしやすくする機能を有するデータカタログソフトウェア

3 KEYCLOAK ユーザ管理、権限管理の機能を有するソフトウェア

4 Kibana ログデータ可視化の機能を有するソフトウェア

5 Node-RED データの結合を行うためのツール

1.1 概要



1.1 概要
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1.ランディングページ
システムにブラウザでアクセスした時に最初に表示されるページで（トップページ）

システム管理者、ログインユーザ、一般利用者は同じランディングページを利用します。

①研究データを探す
「一覧から探す」「研究室から探す」「カテゴリーから探す」の
3種類のボタンから研究データを検索できます。

②マイページボタン(管理者、研究者のみ表示)
ログインページに遷移します。
ログイン後は、ログイン後に利用出来る機能がひとまとめになった
ページ(マイページ)を開くボタンとなります。

③産学連携、データ利活用基盤のご説明
本システムについての説明が記載されます。
ボタンを押すと、長崎BLUEエコノミーのホームページへ遷移します。

④バナー広告エリア
大学の他の研究や告知したいことがあれば画像バナー広告を表示すること
が可能で、何も登録されていない場合はこのエリアは非表示になります。

⑤人気タグ
研究データに設定されたタグのうち、アクセス数が多いタグ名を
テキストで表示します。
タグ名をクリックするとタグが付いた研究データの一覧に遷移します。

⑥最新のアップロードデータ
ログインユーザによりアップロードされた研究データのうち、
最新の研究データを一覧で表示します。
研究データ名をクリックすると研究データの詳細のページへ遷移します。

⑦研究室、研究一覧
研究室、研究内容の一覧を表示します。
研究室名あるいは研究内容名をクリックすると、それぞれに関わる
研究データ一覧ページへ遷移します。

⑧フッターエリア
利用規約、お問合せ、APIについてのボタンが配置されます。

⑨外部リンクエリア
長崎大学WEBサイトとながさきBLUEエコノミーのリンクバナー
が配置されます。
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1.1 概要

2.CKAN
データの公開・共有・発見・活用をしやすくする機能を有するデータカタログソフトウェア。
【組織 → ユーザ → データセット → データファイル】の順番でツリー構造になっており、
ユーザは組織に所属し、自身が所属している組織にデータを追加し公開することができます。
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1.1 概要

組織

・作成はシステム管理者、CKAN管理者が行い、特定のログインユーザに管理権限を与える
・一般ログインユーザは組織の作成はできない
・権限の与えられたユーザは所属する組織内に追加されたすべてのデータセットの編集権限を持つ
・自身の管理する組織に別のユーザを招待することができる

グループ
・組織の管理者権限のあるユーザが自由に作成し編集できる
・同じ研究室内で複数の研究がある場合に利用することを想定
・自身の管理するグループに別のユーザを招待することが招待ができる

データセット
・同一研究の複数のデータをまとめるためのコンテナ
・自身が所属する組織内にユーザが自由に設置できる
・管理者はデータセットに別のユーザを招待することができる(研究者を限定したデータ公開に利用)

本システムでは、CKANを以下のように設計しております。

組織内の権限は3種類あり、それぞれで実施できることが異なります。

管理者(admin) 組織内のすべての権限を有する グループの作成ができる メンバーの招待ができる

編集者(editor) 組織内のすべてのデータセットの閲覧、作成、編集、削除ができる グループの作成ができる

メンバー(member) 組織内のすべてのデータセットの閲覧ができる

管理者 グループ内のすべての権限を有する メンバーの招待もできる

メンバー データセットの閲覧ができる

グループ内の権限は2種類あり、それぞれで実施できることが異なります。
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1.1 概要

3.KEYCLOAK

管理者はKEYCLOAKでユーザ管理、権限の管理を行います。

本システムでは、KEYCLOAKを以下のように設計しております。
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1.1 概要

4. Kibana

kibanaを利用してログデータの可視化ができます。以下のデータを表示しております。
• ストレージの使用容量
• ファイルアクセスのログ
• ダウンロードされたファイルのランキング
• アクセスされたデータセットのランキング

5. Node-Red

Node-Redを利用してデータの結合ができます。



ログインができないユーザ。一般利用者。

メールアドレスとパスワードを使ってCKANにログインができるユーザ。研究者。

CKAN上で行えるすべての権限を持つユーザ。ログインユーザのできることに加え、組織作成が行える。

システム全体のすべての権限を持つユーザ。ユーザの作成、複雑なデータ操作、ログの閲覧ができる。

Node-Redにログインしてデータの結合ができる。CKANのログインユーザとは別の管理になる。

ユーザの種類

ユーザごとの権限

ログインユーザ

CKAN管理者

システム管理者

Node-Red利用者

△

△

◯ ：実行できる △：組織の権利権限がある場合のみ実行できる

△
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一般ユーザ

1.2ユーザの種類とできること



ブラウザからシステムにアクセスするためのURLは以下の通りです。

1 システム管理者ログインページ https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users

2 ランディングページ https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/

3 ユーザログインページ https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login

4 Kibanaログインページ https://blue-eco-admin.idsci.nagasaki-u.ac.jp/kibana/

5 Node-REDログインページ https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/nodered

1. システム管理者ログインページ
ログインユーザの追加や削除、権限の設定をするシステム管理者専用ページ

2. ランディングページ
一般利用者が最初に開くページ（トップページ）

3. ユーザログインページ
ログインユーザがCKANにログインするためのページ

4. Kibanaログインページ
ログデータの閲覧ができるシステム管理者専用ページ

5. Node-REDログインページ
Node-REDを利用して複雑なデータ操作ができるページ（Node-RED利用者専用ページ）
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1.3 システムへのアクセス

https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
https://blue-eco-admin.idsci.nagasaki-u.ac.jp/kibana/
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/nodered
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1.4 公式ドキュメント

本システムで利用しているソフトウェアの詳細な利用方法については、
開発者の提供する公式ドキュメントをご参照ください。

データカタログ（CKAN）
https://docs.ckan.org/en/2.10/

ログイン認証／ユーザ管理（KEYCLOAK）
https://www.keycloak.org/documentation

データ結合（Node-RED）
https://nodered.org/docs/

ログデータ閲覧（Kibana）
https://www.elastic.co/guide/jp/kibana/current/introduction.html

https://docs.ckan.org/en/2.10/
https://www.keycloak.org/documentation
https://nodered.org/docs/
https://www.elastic.co/guide/jp/kibana/current/introduction.html


2.システムの管理
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管理者は、以下の作業を実施できます。

1. ユーザ登録

2. ログ閲覧

3. ランディングページの編集

2.1 管理者IDとパスワード

各システムの初期管理アカウントは以下の通りです。

システム管理者

システム管理者
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2.2 管理者実施作業一覧

利用者が管理者に
CKAN利用の申請

管理者がCKAN
ログインユーザを

作成(2.3)

利用者が登録・
初回ログイン、
組織加入申請

①利用者がログインユーザとしてCKANを利用する場合

利用者が管理者に
Node-RED利用の申請

管理者がNode-RED利用者
を作成
(2.8)

※作成時に利用者宛に
設定メールが送付される

※新規に組織を作成する場合は
事前に2.6を実施すること

CKAN利用申請・Node-RED利用申請があった場合、以下の手順を実施します。
※利用申請は管理者のメール宛に届きます。（3.3、4.3参照）

管理者IDとパスワードで
Kibanaへログイン

(2.12)

Kibanaのダッシュボード
画面でログを閲覧

②利用者がNode-REDを利用する場合

ログを閲覧する場合、以下の手順を実施します。

ランディングページの紹介文/バナー/研究室名を変更する場合、以下の手順を実施します。

管理者IDとパスワードで
CKAN監理者としてログイン

(3.5)

編集画面に遷移
(2.13)

変更する箇所の
HTMLを編集

管理者が作成した
ユーザを組織に

追加(2.7)



4. 「Add User」を押下します。

5. Create Userが開いたら、利用希望者から送信されたメール（3.3を参照）を基に、
必要な情報を入力して「Create」を押下します。

6. ユーザ詳細画面が表示されたら を押下します。

7. を押下します。

Email verified No

Required user 
actions

何も選択しない

Username 登録するユーザのメールアドレス

Email 登録するユーザのメールアドレス

氏名 氏名

所属 所属
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システム管理者2.3 CKANログインユーザの作成

■ユーザの作成

1. 管理者ログインページにブラウザでアクセスします。
(https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users)

2. システム管理者のIDとパスワードを入力して「Sign in」を押下します。（2.1参照）

3. ダッシュボードが開いたら左メニューの中の「Users」を押下します。

←bluecoの状態で実施

https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users


8. ポップアップが表示されたら下記のように設定して「Send Email」を押下します。
(Reset ActionsにはConfigure OTPとUpdate Passwordを追加します)

【Note】
・ここまでの作業が完了すると登録したメールアドレスにパスワード設定依頼メールが

送信されます。ユーザ本人によりパスワードと二要素認証設定を完了させる事でCKANに
ログインできるようになります。

・ユーザがデータセットを追加する作業を行うためには、ユーザを組織に追加する必要が
あるため、上記作業の後は必ずユーザを組織に追加してください。
新規に組織を作成する場合は、「2.6 組織の作成」「2.7 組織にメンバーを追加」を、
既に組織が存在している場合は「2.7 組織にメンバーを追加」を実施します。
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■ユーザの無効化

1. 管理者ログインページにブラウザでアクセスします。
(https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users)

2. システム管理者のIDとパスワードを入力して「Sign in」を押下します。（2.1参照）

3. ダッシュボードが開いたら左メニューの中の「Users」を押下します。

4. ユーザリスト内から無効化したいユーザを探し、ユーザネームを押下します。

1

2.4 CKANログインユーザの無効化 システム管理者

←「Configure OTP」「Update Password」

https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users


5. ユーザ詳細画面が開くので、画面右上にあるトグルをクリックし、
無効化（Disabled）します。

6. 無効化後、 がポップアップし、自動で変更内容が保存されたことが

確認出来たら、ユーザの無効化は完了です。

【Note】
トグル操作後に画面下部の「Save」を押すと、トグルが元に戻ってしまうため、
「Save」は押さないでください。
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システム管理者

トグルが戻り、ユーザが有効になる
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■ユーザの削除

1. 管理者ログインページにブラウザでアクセスします。
(https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users)

2. システム管理者のIDとパスワードを入力して「Sign in」を押下します。（2.1参照）

3. ダッシュボードが開いたら左メニューの中の「Users」を押下します。

4. ユーザリスト内から削除したいユーザを探し、右端にあるメニューボタンを押下します。

5. 「Delete」を押下します。

【Note】ユーザを削除しても「Node-Red利用者権限」は削除されません。
別途「2.9 Node-RED利用者の削除」の作業が必要となります。

1

システム管理者2.5 CKANログインユーザの削除

https://blue-eco-auth.idsci.nagasaki-u.ac.jp/admin/master/console/#/blueco/users


1. CKANログインページにアクセスし、CKAN管理者でログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後、ヘッダーにある「組織」ボタンを押下します。

3. を押下します。

4. 以下の情報を入力します。

名前：組織の名前を入力します。

URL：「編集」を押下してURLを設定します。
※任意の文字列で問題ありません 組織名を英数字で設定している場合は自動で設定されます

説明：組織の説明を入力します。

画像：「アップロード」を押して組織のアイコン画像をアップロードします。
別のサーバにアップロードされている画像を利用する場合は「リンク」を
選択して画像のURLを入力します。
※アイコン画像は必須ではありません

5. を押して組織の作成を完了させます。

システム管理者

CKAN管理者
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2.6 組織の作成

新規に組織を作成する場合は、以下の手順を実施します。

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login


組織にメンバーを追加し権限を付与する場合は、以下の手順を実施します。
本手順は、ログインユーザが初回ログインをした後で実施する必要があります。
ユーザより、組織加入申請のメールを受け取り次第実施してください。（3.6参照）

1. CKANログインページにアクセスし、CKAN管理者でログインします。 （2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後、ヘッダーにある「組織」ボタンを押下します。

3. 表示される組織の一覧の中から編集する組織を選択します。

4. を押下します。

5. を押してメンバー一覧画面を表示させます。

6. を押下します。

7. 「ユーザ名」を選択して登録するユーザのユーザIDを入力します。

【Note】
検索欄でユーザ名の一部を入力すると、候補ユーザが表示されます。

ユーザIDは、2.3で登録したメールアドレスのユーザ名部分となります。
ただし、一部記号は変換されて登録されます。

例)「test.manual.blueeco@gmail.com」のユーザID：「test-manual-blueeco」

8. ロールを押して編集権限を設定します。

9. を押して作業を完了します。

【Note】
メンバー一覧画面から権限の編集やメンバーの削除をすることができます。

管理者(admin) 組織内のすべての権限を有する メンバーの招待ができる グループの作成ができる

編集者(editor) 組織内のすべてのデータセットの閲覧、作成、編集、削除ができる

メンバー(member) 組織内のすべてのデータセットの閲覧ができる （データセットの作成・編集・削除ができない）
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2.7 組織にメンバーを追加

システム管理者

CKAN管理者

組織の管理権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login


Node-RED利用者を作成する場合は、以下を実施します。

1. Node-REDログインページにブラウザでアクセスします。
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/nodered)
アクセス後、管理者用のユーザ名を入力し、「LOGIN」を押します。（2.1参照）

2. パスワード入力画面エリアが表示されるので、管理者用パスワードを入力し、
「LOGIN」を押します。 （2.1参照）

3. 「Overview」画面に遷移したことを確認します。

【Note】
ダッシュボードに「404 page Not Found」と表示される場合がありますが、
引き続き、手順4以降を実施してください。

システム管理者
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ユーザ名

入力されたユーザ名

パスワードを入力

2.8 Node-RED利用者の作成

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/nodered


4. 管理者用アカウントでログイン後、ダッシュボード画面右上にあるユーザアイコン
ボタンを押し、開いたメニューから「Admin Settings」を選択します。

5. 管理者ダッシュボードが開いたら、左メニューにある「Users」を押し、
画面右側にある「Create New User」を押します。

6. ユーザ作成画面が開くことを確認します。
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7. 利用希望者から送信されたメール（4.3を参照）を基に、

必要情報を入力し、「Create personal team」を選択し、 を押します。
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[送信先]
fukae@nagasaki-u.ac.jp

[件名]
【 Node-RED登録申請】データ利活用基盤

[本文]
希望するユーザ名：■■■■
氏名：○○ ○○
メールアドレス：--＠--
希望するパスワード：●●●●●

※Usernameは、
半角英字 (小文字のみ)
半角数字
-(ハイフン)
_(アンダーバー)のみ使用可

■■■■

【Node-REDのユーザ作成画面】【利用希望者から送信されたメール(例)】

●●●●●

●●●●●

〇〇 〇〇

--＠--

※管理者を作成する場合のみ選択

※チェック

mailto:fukae@Nagasaki-u.ac.jp


2.9 Node-RED利用者の削除手順

Node-RED利用者を削除する場合は、以下の手順を実施します。

システム管理者
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管理者が
該当ユーザのTeamを削除

(2.10)

管理者が
該当ユーザを削除

(2.11)

2.10 Node-RED Teamの削除 システム管理者

Node-REDのTeamを削除する場合は、以下の手順を実施します。

1. 管理者用アカウントでログイン後、ダッシュボード画面右上にあるユーザアイコンボタン
を押し、開いたメニューから「Admin Settings」を選択します。

2. 管理者ダッシュボードが開いたら、左メニューにある「Users」を押し、
ユーザリストから削除したいユーザを選択します。

3. ユーザが所属しているTeamを選択します。



4. 左メニューにあるProjectsを押下し、プロジェクト一覧からプロジェクトを選択します。

5. プロジェクトの詳細画面が開いたら「Actions」を押下し、Deleteを選択します。

6. ポップアップウィドウが開いたら、Nameの入力欄にプロジェクト名をコピーして
入力してからDeleteを押します。

7. 削除が完了し、プロジェクト一覧に自動で遷移します。作成されたプロジェクトが
複数個ある場合は3〜5の作業を繰り返し、すべてのプロジェクトを削除します。

8. プロジェクトの削除が完了したら左メニューのTeam Settingsを押下し、表示された画面
でDangerを押し、Delete Teamを押します。
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コピーする



2.11 Node-RED ユーザの削除

Node-REDのユーザを削除する場合は、以下の手順を実施します。

1. 管理者用アカウントでログイン後、ダッシュボード画面右上にあるユーザアイコンボタン
を押し、開いたメニューから「Admin Settings」を選択します。

2. 管理者ダッシュボードが開いたら、左メニューにある「Users」を押し、
ユーザリストから削除したいユーザを選択します。

3. 削除したいユーザであることを確認し、画面右上にある「Edit」を押します。

システム管理者
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4. ポップアップしたユーザ情報編集画面の「Danger Zone」にある「Delete User」の

を押すと、 が選択可能になるので、 を押すことで

ユーザ削除が完了します。

【Note】
・「Delete User」を押した瞬間にユーザが削除されます。
・プロジェクトとTEAMの削除が完了したユーザのみ削除対象となります。
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システム管理者
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2.12 ログの閲覧

本システムでは、Kibanaを利用してログデータを可視化します。

本項では、システム管理者がログデータを閲覧できるようになるまでを説明します。

1. ログインページにブラウザでアクセスし管理者IDとパスワードを入力します。
（2.1参照）
(https://blue-eco-admin.idsci.nagasaki-u.ac.jp/kibana/)

2. を押下すると、ダッシュボードに遷移し、下記データが閲覧できます。

3. ファイルアクセス履歴を閲覧する場合は、左上の を押下し、
「Discover」を選択します。

データセットアクセスランキング

ファイル使用容量

ダウンロードされたファイルランキング

https://blue-eco-admin.idsci.nagasaki-u.ac.jp/kibana/
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4. 右上の「Open」を押下した後、「ファイルのアクセス履歴（フル）」を選択します。

5. ファイルのアクセス履歴が表示されます。
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2.13 ランディングページの編集

ランディングページ(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/)に表示される要素のうち、
以下の項目を編集することができます。

システム管理者

CKAN管理者

①産学連携、データ利活用基盤のご説明
本システムについての説明を記載できます。
ボタンを押すと、ながさきBLUEエコノミーのホームページへ遷移します。

②バナー広告エリア
大学の他の研究や告知したいことがあれば、画像バナー広告を表示する
ことができます。
何も登録されていない場合はこのエリアは非表示になります。

③研究室、研究一覧
研究室、研究内容の一覧を表示します。
研究室名あるいは研究内容名を押下すると、それぞれの研究データ
一覧ページへ遷移します。

④外部リンクエリア
リンクバナーを配置できます。

①

②

③

④

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/
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ランディングページを編集する場合は、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにアクセスし、CKAN管理者でログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後、ヘッダーにある ボタンを押下します。

3. CKAN管理者画面に遷移するので、 を押下します。

4. ランディングページ編集画面へ遷移したことを確認します。

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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①About（産学連携、データ利活用基盤のご説明）欄の編集

1. 「ランディングページ About」欄に説明文を入力し、 を押下します。

②スライドバナー（バナー広告エリア）欄の編集

バナー欄の画像を変更する場合、以下の手順を実施します。

1. 管理者アカウントでログインした後、ダッシュボード画面の「私のデータセット」を
押下します。（3.7参照）

2. 「ランディングページ バナー」というタイトルのデータセットを選択し、
データセット詳細画面を開きます。

CKANのデータセットに
表示したい画像を

アップロード
（②.1〜②.6）

アップロードした
画像のURLを

コピー
（②.7〜②.8）

HTMLを編集
（②.9〜)
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3. を押下します。

4. を押下します。

5. を押下します。

6. アップロードしたい画像（サイズ：1060px×601px ）を選択し、名前と説明欄に
必要事項を入力します。

7. データセット画面に戻るので、アップロードしたバナー画像をクリックします。

8. データのタイトル下部に表示されたURLをコピーし、メモ帳等に貼り付けておきます。

9. ヘッダーにある ボタンを押下します。

10. を押下します。
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11. 「ランディングページスライドバナー」欄に <img src="コピーしたURL">を入力します。

【基本的なHTMLの構成例（1枚のバナー画像を表示する場合）】

12. を押下し、ランディングページで編集内容が更新されているかを確認します。

【HTMLの構成例①（2枚のバナー画像を表示する場合）】

【HTMLの構成例②（バナークリック時、指定したURLを表示する場合）】

<section id="slider_section">
<ul class="slider">

<li>
<a href="">

<img src="コピーしたURL ">
</a>

</li>
</ul>

</section>

表示するリンク先のURLを href に追加します。

<section id="slider_section">
<ul class="slider">

<li>
<a href="">

<img src="コピーしたURL①">
</a>

</li>
<li>

<a href="">
<img src=“コピーしたURL②">

</a>
</li>

</ul>
</section>

<li>〜</li>部分が1枚のスライドバナーに該当します。
（青点線枠内の2部分）

<section id="slider_section">
<ul class="slider">

<li>
<a href="指定したいURL">

<img src="コピーしたURL">
</a>

</li>
</ul>

</section>
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【HTMLの構成例③（バナークリック時、指定したURLを別タブで表示する場合）】

【 HTMLの構成例④スライドバナーに何も表示しない場合】

<section>全体を削除する（何も入力しない）ことで、スライドバナーを
非表示にすることができます。

バナークリック時、別タブでリンクを開く
場合は、 target="_blank"を追記します。

<section id="slider_section">
<ul class="slider">

<li>
<a href="コピーしたURL" target="_blank">

<img src=“コピーしたURL">
</a>

</li>
</ul>

</section>
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③研究室、研究一覧欄の編集

1. 「ランディングページ 研究室一覧」欄に研究室名を入力し、 を押下します。

【基本的なHTMLの構成例】

<section id="lab" class="box">
<article class="article_index">

研究室・研究一覧
</article>
<ul class="lab_list">

<li><a>長崎大学情報データ科学部 メタバース研究室</a></li>
<li><a>長崎総合科学大学 工学部工学科 船舶工学コース</a></li>
<li><a>長崎大学 工学部 機械工学コース 坂口研究室</a></li>
<li><a>長崎大学 水産学部 水産増殖学研究室</a></li>
<li><a>高知大学 農林海洋学部 海洋資源科学科

海洋生物生産学コース 水族栄養学研究室</a></li>
<li><a>長崎大学 水産学部 生態系保全管理研究室</a></li>
<li><a>長崎大学海洋未来イノベーション機構 環東シナ海環境資源研究センター

征矢野研究室</a></li>
<li><a>長崎大学 ICT基盤センター 丹羽研究室</a></li>
<li><a>長崎大学 情報データ科学部 全研究室</a></li>
<li><a>長崎大学 情報データ科学部 持田研究室</a></li>

</ul>
</section>
<section id="link" class="box">

<ul class="link_list">
<li><a href="https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/oss">利用規約</a></li>
<li><a a href="https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/message">お問合せ</a></li>
<li><a href="https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/oss">APIについて</a></li>

</ul>
</section>

指定したいURLを href に追加します。
外部のリンクを設定する場合は必ずtarget="_blank"を指定します。

【HTMLの構成例②（研究室名クリック時、指定したURLを表示する場合）】

<li>< a href = "指定したいURL " target="_blank">
長崎大学 情報データ科学部 メタバース研究室</a></li>

赤枠部分の <ul class="lab_list">〜</ul>が
研究室一覧に該当します。

<ul class="link_list"><li>〜</li></ul>がリンクボタンに該当します。

<li>〜</li>部分が1つの
研究室に該当するので
追加や削除をする場合は
この部分を調整します。
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④外部リンクエリア
外部URLを表示するリンクバナーの配置を変更できます。

・事前準備
アップロードしたい画像を用意します。（ 157px×50px ）

1. 「②スライドバナー欄の編集 」の手順1.〜8. に従い、アップロードした画像の
URLをコピーします。

【Note】
画像は「ランディングページ 外部リンク」というタイトルのデータセットに
アップロードします。

2. 「ランディングページ 下部バナー」欄に<img src= "コピーしたURL " >を入力します。

【基本的なHTMLの構成例】

3. 指定したいURLを href に追加します。
外部のリンクを設定する場合は必ず、 target="_blank"を指定します。

4. を押下後、ランディングページに戻り、更新した内容の反映を確認します。

<p id="banner">
<a href="https://www.nagasaki-u.ac.jp" target="_blank">

<img src="コピーしたURL①">
</a>
<a href="https://blueco.ciugc.nagasaki-u.ac.jp" target="_blank">

<img src=“コピーしたURL②">
</a>

</p>

<a>〜<a>が1枚のバナーに
該当します。
（青点線枠内の2部分）

<p id="banner">
<a href="https://www.nagasaki-u.ac.jp" target="_blank">

<img src=“コピーしたURL①">
</a>

<a href="https://blueco.ciugc.nagasaki-u.ac.jp" target="_blank">
<img src=“コピーしたURL② ">

</a>
</p>



3.CKANの利用方法
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3.1 CKANの構成

CKAN
データの公開・共有・発見・活用をしやすくする機能を有するデータカタログソフトウェア。
【組織 → ユーザ → データセット → データファイル】の順番でツリー構造になっており、
ユーザは組織に所属し、自身が所属している組織にデータを追加し公開することができます。

組織

・作成はシステム管理者、CKAN管理者が行い、特定のログインユーザに管理権限を与える
・一般ログインユーザは組織の作成はできない
・権限の与えられたユーザは所属する組織内に追加されたすべてのデータセットの編集権限を持つ
・自身の管理する組織に別のユーザを招待することができる

グループ
・組織の管理者権限のあるユーザが自由に作成し編集できる
・同じ研究室内で複数の研究がある場合に利用することを想定
・自身の管理するグループに別のユーザを招待することが招待ができる

データセット
・同一研究の複数のデータをまとめるためのコンテナ
・自身が所属する組織内にユーザが自由に設置できる
・管理者はデータセットに別のユーザを招待することができる(研究者を限定したデータ公開に利用)

本システムでは以下のように設計しております。

組織の権限は3種類あり、それぞれで行えることが変わります。

管理者(admin) 組織内のすべての権限を有する メンバーの招待ができる グループの作成ができる

編集者(editor) 組織内のすべてのデータセットの閲覧、作成、編集、削除ができる

メンバー(member) 組織内のすべてのデータセットの閲覧ができる

CKANの詳しい利用方法は公式ドキュメントを参照ください。
https://docs.ckan.org/en/2.10/

https://docs.ckan.org/en/2.10/
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3.2 CKANの利用開始手順

利用者が管理者に
CKAN利用の申請

(3.3)
管理者がユーザを登録

利用者に届くメールより
パスワードと二要素認証

を設定(3.4)

※登録時に利用者宛に設定メールが送付される

ログインユーザとしてCKANを利用する場合、以下の手順を実施します。

3.3 CKAN利用申請

ユーザ登録はシステム管理者によって実施されます。
下記メールアドレス宛に、以下を参考にメールを送信します。

[送信先]
fukae@nagasaki-u.ac.jp

[件名]
【CKANユーザ登録申請】データ利活用基盤

[本文]
CKANのユーザ登録を申請します。

氏名：○○ ○○
所属：△△研究室
メールアドレス：--＠--
CKAN用組織：既に研究室で組織を作成している場合

既存組織への加入を希望します
組織名：△△研究室

新たに組織を作成する場合
新規組織の作成を希望します
組織名：△△研究室

【Note】
下記URLより、CKANで既に作成されている組織を確認することができます。
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/organization/)

利用者がCKANに
初回ログイン

(3.5)

利用者が管理者に
組織加入申請

(3.6)

管理者がユーザを
組織に追加

※組織に加入すると、データセットを
追加できるようになる
(編集者以上の権限の場合のみ)

mailto:fukae@Nagasaki-u.ac.jp
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/organization/
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3.4 パスワード、二要素認証の設定

管理者によってユーザ登録が行われると申請したメールアドレスにパスワード及び
二要素認証の設定メールが送信されます。メールに記載されたURLにアクセスして
設定を完了させることでCKANにログインができるようになります。

1. メールアドレスに届いた設定メールに記載されたURLを押下します。

2. 下記ページに遷移後、「続行するにはここをクリックしてください」を押下します。

ログインユーザ

システム管理者

CKAN管理者
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3. ページの手順に従って「ワンタイムパスワード」「デバイス名(任意)」を入力し、
送信ボタンを押下します。

4. パスワードを設定し、送信ボタンを押下します。
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3.5 ログイン方法

CKANにログインする場合は、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスします。
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. 登録したメールアドレスとパスワードを入力して「ログイン」ボタンを押下します。

3. ワンタイムコード入力画面が表示されるので、3.4で登録したワンタイムコード発行用の
アプリケーションを開き、発行されたワンタイムコードを入力して「ログイン」ボタンを
押下します。

4. ログインユーザのダッシュボードに遷移します。

【Note】
次回以降はログインの有効期限(72時間)が切れるまでログイン画面は表示されずに
自動でログインが完了します。

ログインユーザ

システム管理者

CKAN管理者

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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3.6 組織加入申請

組織に加入する場合は、以下の手順を実施します。
管理者or編集者で組織に加入することで、データセットを追加（3.14参照）できるように
なります。

下記メールアドレス宛に、以下を参考にメールを送信します。

[送信先]
fukae@nagasaki-u.ac.jp

[件名]
【組織加入申請】データ利活用基盤

[本文]
初回ログインが完了しましたので、組織への加入を申請します。

氏名：○○ ○○
所属：△△研究室
メールアドレス：--＠--
CKAN用組織：既に研究室で組織を作成している場合

既存組織への加入を希望します
組織名：△△研究室

新たに組織を作成する場合
新規組織の作成を希望します
組織名：△△研究室

ログインユーザ

システム管理者

CKAN管理者

mailto:fukae@Nagasaki-u.ac.jp
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3.7 ダッシュボード

ログインユーザがログイン時、及び赤枠のボタンを押下すると、ダッシューボード画面に
遷移します。ダッシュボードでは、「ニュースフィード」「私のデータセット」「私の組
織」「私のグループ」を確認することができます。

■ニュースフィード
ログインユーザのアクティビティを新着順に一覧表示します。

■私のデータセット
ログインユーザが作成したデータセットが一覧で表示されます。
ログインユーザは「データセットの作成」よりデータセットを作成できます。(3.15参照)

ログインユーザ

システム管理者

CKAN管理者
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■私の組織
ユーザが所属している組織の一覧が表示されます。
CKAN管理者は「組織を追加」より組織を作成できます。（2.6参照）

■私のグループ
ユーザが作成したデータセットが一覧で表示されます。
組織の管理者権限を付与されたログインユーザは「グループを追加」より、
グループを作成できます。（3.10参照）
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システム管理者

CKAN管理者3.8 組織の作成

「2.6 組織の作成」を参照。

システム管理者

CKAN管理者

3.9 組織にメンバーを追加

「2.7 組織にメンバーを追加」を参照。

権限を持つログインユーザ

システム管理者

CKAN管理者

3.10 グループの作成

新規にグループを作成する場合は、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。 （2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後、ヘッダーにある「グループ」ボタンを押下します。

3. を押下します。

4. 以下の情報を入力します。

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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名前：グループの名前を入力します。

URL： 「編集」を押下してURLを設定します。
※任意の文字列で問題ありません 組織名を英数字で設定している場合は自動で設定されます

説明：グループの説明を入力します。
※必須項目ではありません

画像：「アップロード」を押してグループのアイコン画像をアップロードします。
別のサーバにアップロードされている画像を利用する場合は「リンク」を選択して
画像のURLを入力します。

5. を押してグループの作成を完了させます。
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3.11 グループにメンバーを追加

グループにメンバーを追加し権限を付与する場合は、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。 （2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後、ヘッダーにある「グループ」ボタンを押下します。

3. 表示されるグループの一覧の中から編集するグループを選択します。

4. を押下します。

5. を押下してメンバー一覧画面を表示させます。

6. を押下します。

7. 「ユーザ名」を選択して登録するユーザのユーザIDを入力します。

【Note】
ユーザIDは該当ユーザのプロフィールページなどのURLから確認できます。

8. ロールを押して編集権限を設定します。

9. を押して作業を完了します。

【Note】
メンバー一覧画面から権限の編集やメンバーの削除をすることができます。

この部分がユーザID

管理者 グループ内のすべての権限を有する メンバーの招待もできる

メンバー データセットの追加・削除ができる

システム管理者

CKAN管理者

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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下記のいずれかの方法でデータセットの検索ができます。

■ランディングページより検索する場合
「①一覧から探す」「②研究室から探す」「③カテゴリーから探す」のいずれかを
押下します。

■CKANより検索する場合
ページヘッダーの「①データセット」「②組織」「③グループ」のいずれかを押下します。

【Note】
ランディングページで「①一覧から探す」を押下する場合も、
CKANで「①組織」を押下する場合も同じ検索ページに遷移します。②③も同様です。

すべてのユーザ

3.12 データセットの検索



51

■「①一覧（データセット）から探す」を押下した場合
下記の画面に遷移します。データセット一覧が表示されます。
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■「②研究室（組織）から探す」を押下した場合
下記の画面に遷移します。組織一覧が表示されます。

該当の研究室（組織）を押下すると、該当の研究室（組織）で作成したデータセット
のみが一覧表示されます。
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■「③カテゴリー（グループ）から探す」を押下した場合
下記の画面に遷移します。グループ一覧が表示されます。

該当のカテゴリー（グループ）を押下すると、カテゴリー（グループ）で作成した
データセットのみが一覧表示されます。
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■データセットの検索
データセットの検索方法について説明します。

１

７
８

２

３

４

５

６
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1. 公開非公開
「一般公開」「ログインユーザ限定」「組織内限定」「非公開」を選択できます。
いずれかを押下すると、選択した公開範囲が設定されたデータのみ一覧で表示できます。

2. 組織
表示されているデータセットに関連する組織の一覧を表示します。
各組織の名称の右側に、組織に登録されているデータセットの件数を表示します。
押下することでその組織に登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示できます。

3. グループ
表示されているデータセットに関連するグループの一覧を表示します。
各グループの名称の右側に、グループに登録されているデータセットの件数を表示します。
押下することでそのグループに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示できます。

4. タグ
表示されているデータセットに関連するタグの一覧を表示します。
各タグの名称の右側に、タグに登録されているデータセットの件数を表示します。
押下することでそのタグに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示できます。

5. フォーマット
表示されているデータセットに関連するフォーマットの一覧を表示します。
各フォーマットの名称の右側に、各フォーマットのデータセットの件数を表示します。
押下することでそのフォーマットに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示
できます。

6. ライセンス
表示されているデータセットに関連するライセンスの一覧を表示します。
各フォーマットの名称の右側に、各ライセンスのデータセットの件数を表示します。
押下することでそのライセンスに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示
できます。

7. データセット検索
テキストエリアにテキストを入力して虫眼鏡ボタンを押すと、現在表示されているデータ
セットの中から入力したテキストに関連したデータセットのみを表示できます。

一般公開 ログインしていない一般ユーザも閲覧ができる

ログインユーザー限定 研究者間のみの公開設定 ログインをしている全ユーザが閲覧できる

組織内限定 組織にメンバー登録されているユーザ、データセットに招待されたユーザ(3.16参照)のみ閲覧できる

非公開 データセットを作成したユーザのみ閲覧できる
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8. データセット一覧
該当するデータセットを一覧にして表示します。
表示されるデータセットの表示項目について説明します。

① 【公開範囲】
データセットの公開範囲が表示されます。

② 【名称】
データセットを作成した際に設定した名称が表示されます。
押下すると該当するデータセットの詳細ページ（3.13参照）に遷移します。

③ 【説明】
データセットを作成した際に設定した説明文が表示されます。
説明文が設定されていない場合は「このデータセットには説明がありません」と
表示されます。

④ 【フォーマット】
該当のデータセットに登録されているファイルのフォーマットを表示します。

⑤ 【登録者】
データセットを作成したユーザ名が表示されます。

⑥ 【グループ】
データセットが登録されているグループ名が表示されます。
データセットがグループと紐づいていない場合は表示されません。

⑦ 【最終更新日時】
該当のデータセットの最終更新日時が表示されます。

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦

一般公開 ログインしていない一般ユーザも閲覧ができる

ログインユーザー限定 研究者間のみの公開設定 ログインをしている全ユーザが閲覧できる

組織内限定 組織にメンバー登録されているユーザ、データセットに招待されたユーザのみ閲覧できる

非公開 データセットを作成したユーザのみ閲覧できる
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データの閲覧方法について説明します。

1. 該当するデータセットの名称部分を押下します。

3.13 データの閲覧 すべてのユーザ
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2. 閲覧したいデータの名称部分を押下するか、 を押下し、 を押下します。

【Note】
自身に権限の無いデータはプレビュー、ダウンロードできません。
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3. 選択したデータを閲覧できます。
※ただし、一部形式のデータはCKAN上では閲覧できないため、ダウンロードして閲覧してください

URLを押下した場合も閲覧できます
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データをアップロードする場合、以下の手順を実施します。

3.14 データのアップロード手順

システム管理者

CKAN管理者

データセットを作成
(3.15)

データセットを
グループを追加（任意）

(3.16)

新規のデータセットにデータを追加する場合

編集する
データセットを選択
(3.7 私のデータセット)

データセットに
データを追加

(3.19)

既存のデータセットにデータを追加する場合

3.15 データセットの作成

システム管理者

CKAN管理者

データセットを作成する場合は、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.7参照）

3. を押下します。

4. 以下の情報を入力します。

タイトル：公開するデータセット名を入力します。

URL：「編集」を押下してURLを設定します。
※任意の文字列で問題ありません 組織名を英数字で設定している場合は自動で設定されます

説明：グループの説明を入力します。

データセットに
データを追加

(3.19)

※必要に応じて事前にグループを作成
（3.10）

権限を持つログインユーザ

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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タグ：データセットのタグを入力します。複数登録可能です。
「水温、給餌量」などデータセットの特徴となるタグを登録してください。

ライセンス：ライセンスを設定する場合は、選択します。

組織：所属している組織（研究室）の中からデータセットを追加する組織（研究室）
を選択します。

公開・非公開：データセットを公開する範囲を設定します。

5. を押下してデータセットの作成を完了します。
データの追加画面に自動で遷移するため、データを追加せずにデータセットだけ
作成する場合は を押して作業を完了します。
続けてデータを追加する場合は「3.18 データセットの編集」を参照してください。

組織内限定 組織にメンバー登録されているユーザ、データセットに招待されたユーザのみ閲覧できる

ログインユーザ限定 研究者間のみの公開設定 ログインをしている全ユーザが閲覧できる

一般公開 ログインしていない一般ユーザも閲覧ができる

※新規データセット作成時は、非公開設定ができません。非公開のデータセットを作成したい場合は、
データ追加時・またはデータ追加後に 「3.18 データセットの編集」より非公開設定をしてください。
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3.16 データセットをグループに追加

システム管理者

CKAN管理者

データセットをグループに追加する場合、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.7参照）

3. データセット一覧からグループに追加したいデータセットのタイトルを押下します。

4. を押下します。

5. プルダウンから追加したいグループを選択します。

6. を押下します。

【Note】
・ログインユーザは自身がメンバーに追加されているグループのみ選択できます。
・複数のグループに追加することができます。
・解除は、追加されたグループにマウスオーバーした時に現れる「削除」を押すことで

実行できます。

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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3.17 データセットにメンバーを追加
(特定の研究者に公開する)

システム管理者

CKAN管理者

組織（研究室）外の、特定ユーザのみにデータセットを公開したい場合、以下の手順を
実施することでデータセットの編集権限、閲覧権限を付与することができます。
（複数の研究室などでの共同研究などでの利用を想定しております。）

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.7参照）

3. データセット一覧からメンバーを招待したいデータセットのタイトルを押下します。

4. を押下します。

5. 表示された編集画面で を押下します。

6. を押下します。

7. 「ユーザ名」を選択して登録するユーザのユーザIDを入力します。

【Note】
ユーザIDは該当ユーザのプロフィールページなどのURLから確認できます。

この部分がユーザID

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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8. ロールを押して編集権限を設定します。

9. を押して作業を完了します。

【Note】
データセットの公開範囲は「組織内のみ」としてください。（3.15参照）
コラボレーター一覧画面から権限の編集やメンバーの削除をすることができます。

admin 管理者。データセットに対するすべての権限を有する

editor 編集者。データセットの閲覧／編集ができる

member 閲覧者。データセットの閲覧のみできる



65

3.18 データセットの編集

システム管理者

CKAN管理者

データセットを編集する場合、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.7参照）

3. データセット一覧から編集したいデータセットのタイトルを押下します。

4. を押下します。

5. を押下します。

6. データ作成時に入力した情報を修正できます。（3.14参照）

7. 修正が完了したら、 を押下します。

3.19 データセットにデータを追加

システム管理者

CKAN管理者

データセットにデータを追加する場合、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.7参照）

3. データセット一覧からデータを追加したいデータセットのタイトルを押下します。

4. を押下します。

5. を押下します。

6. を押下します。

【Note】

を押下した後、 を押下するとデータの表示順を変更できます。

権限を持つログインユーザ

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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7. 以下の情報を入力します。

URL： を押して追加するデータを選択します。

名前：公開するデータの名称を入力します。

説明：公開するデータの説明を入力します。

8. データ形式：自動で保管されるため。空欄で問題ありません。
ただし、動画ファイルを追加する場合は「mp4」と入力してください。

9. 複数のデータを追加する場合は を押して、7を繰り返します。

10. を押してデータを追加します。

【Note】
データ容量によってはアップロードに時間がかかる場合があります。
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3.20 データの修正

システム管理者

CKAN管理者

追加したデータを修正する場合、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.7参照）

3. データセット一覧から修正したいデータの入ったデータセットのタイトルを押下します。

4. 編集したいデータの右側にある「探索」を押して「プレビュー」を選択します。
プレビューが表示されない場合は「より多くの情報」を選択します。

5. 表示されたデータ詳細ページで を押下します。

6. 以下の情報が更新できます。

URL： を押して追加するデータを選択します。

名前：公開するデータの名称を入力します。

説明：公開するデータの説明を入力します。

7. を押してデータを修正します。

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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3.21 データセットの削除

システム管理者

CKAN管理者

データセットを削除する場合、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.6参照）

3. データセット一覧から削除したいデータセットのタイトルを押下します。

4. を押下します。

5. を押下します。

6. ページ下部の を押下します。

7. 下記が表示されるので、 を押下します。

3.22 データの削除

システム管理者

CKAN管理者

データを削除する場合、以下の手順を実施します。

1. CKANログインページにブラウザでアクセスしログインします。（2.1参照）
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login)

2. ログイン後ダッシュボードに移動して「私のデータセット」を押下します。 （3.6参照）

3. データセット一覧から削除したいデータの入ったデータセットのタイトルを押下します。

4. 編集したいデータの右側にある「探索」を押して「プレビュー」を選択します。
プレビューが表示されない場合は「より多くの情報」を選択します。

権限を持つログインユーザ

権限を持つログインユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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5. 表示されたデータ詳細ページで を押下します。

6. ページ下部の を押下します。

7. 下記が表示されるので、 を押下します。
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データをダウンロードする場合、以下の手順を実施します。

3.23 データのダウンロード手順

データセットを選択
(3.12、3.13)

データをダウンロード
(3.24)

すべてのユーザ

3.24 データのダウンロード すべてのユーザ

データをダウンロードする場合、以下の手順を実施します。

1. を押下し、 を押下します。

【Note】
自身に権限の無いデータはプレビュー、ダウンロードできません。
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データを複数ダウンロードする場合、以下の手順を実施します。

1. ダウンロードしたいデータの左側にあるチェックボックスにチェックをいれます。

2. を押下します。

3. 選択したデータがzip形式でダウンロードできます。
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システム利用者はフォームからシステム管理者に要望を送信することができます。

1. ご要望フォームをブラウザで開きます。
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/message)

2. 下記情報を入力します。

フルネーム：送信者の名前を入力します。

Eメール：送信者が受信できるメールアドレスを入力します。

本文：ご要望内容を入力します。

3. を押下して送信します。

【Note】
CKANフッターの「ご要望」から、ご要望フォームに遷移できます。

3.25 ご要望の送信 すべてのユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/message
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本システムでは、権限に応じてCKAN APIを利用することができます。
CKAN APIの利用方法は公式ドキュメントを参照ください。
(https://docs.ckan.org/en/2.9/api/)

本システム用に追加したAPIの仕様は次ページの「API仕様」参照ください。

3.26 APIの利用 すべてのユーザ

https://docs.ckan.org/en/2.9/api/
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4.Node-REDの利用方法
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4.1 Node-REDについて

Node-RED
本システムではNode-REDを利用してデータの結合や利用ができます。
本システムでNode-REDを利用する場合、管理者にNode-RED利用の申請が必要です。

本項ではNode-RED利用者がNode-REDの利用開始手順、データの一部を抽出・結合して
ダウンロードする手順を説明します。
Node-REDエディターの利用方法は公式ドキュメントを参照してください。
(https://nodered.org/docs/)

4.2 Node-RED利用開始手順

Node-REDを利用する場合、以下の手順を実施します。

利用者が管理者に
利用申請

(4.3)

管理者が
ユーザを作成

利用者が
Node-Redに

ログイン
(4.4)

プロジェクト
を作成
(4.5)

エディターの
利用開始
(Node-RED
利用開始)

(4.6)

4.3 Node-REDの利用申請

ユーザ登録はシステム管理者によって実施されます。
下記メールアドレス宛に、以下を参考にメールを送信します。

[送信先]
fukae@nagasaki-u.ac.jp

[件名]
【 Node-RED登録申請】データ利活用基盤

[本文]
Node-REDの利用を申請します。

希望するユーザ名：■■■■
氏名：○○ ○○
メールアドレス：--＠--
希望するパスワード：●●●●●

※ユーザ名は、半角英字 (小文字のみ)
半角数字
-(ハイフン)
_(アンダーバー) のみ使用可

https://nodered.org/docs/
mailto:fukae@Nagasaki-u.ac.jp


78

4.4 Node-REDへのログイン

Node-REDにログインする場合は、以下の手順を実施します。

1. Node-REDログインページにブラウザでアクセスします。
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/nodered)
登録されたユーザ名またはメールアドレスを入力し、 「LOGIN」を押します。

2. パスワード入力画面エリアが表示されるので登録されたパスワードを入力し、
「LOGIN」を押します。

3. 「Overview」画面に遷移したことを確認します。

【Note】
ダッシュボードに何も表示されない場合はヘッダーにあるチームアイコンを開き、
表示されたTEAMを選択します。

ユーザ名 or メールアドレスを入力

入力されたユーザ名 or メールアドレス

パスワードを入力

Node-RED利用者

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/nodered
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4.5 プロジェクトの作成

プロジェクトを作成する場合は、以下の手順を実施します。

1. ログイン後のダッシュボード画面右側にある を押します。

2. プロジェクト作成画面で、①、②、③の項目がデフォルトで入力/選択済みであることを
確認します。

3. を押してプロジェクトの作成を完了します。

①自動生成されたプロジェクト名

②選択済みかを確認

③選択済みかを確認

Node-RED利用者
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4.6 エディターの表示 Node-RED利用者

エディターを利用する場合は、以下の作業を実施します。

1. 作成されたプロジェクトのOverviewに表示されるプロジェクトを選択します。

2. プロジェクト詳細画面に表示される を押します。

3. Node-Redのエディター画面に遷移することを確認します。
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4.7 Node-REDの操作例
(データの一部を抽出・結合してダウンロード) Node-RED利用者

Node-REDの操作方法の例として、CSVなどの一部形式のデータについて
特定の列のみ抽出・結合してファイルに書き出す操作の一例を説明します。

■CSVデータの特定の列のみを抽出してJSONに変換し書き出す

準備したCSVファイルは以下のとおりです。
このデータからgendeがFemaleの行のみ抽出します。

e-RED利用者
1. CKANにログイン後、利用したいデータが含まれるデータセットを開きます。

2. 利用したいデータの右側にある「探索」を押して「プレビュー」を選択します。
プレビューが表示されない場合は「より多くの情報」を選択します。

3. データ名の直下にあるURLをコピーします。

4. Node-REDにログインしてエディターを開き、以下のようにノードを配置しつなぎます。

コピーする

① ② ③ ④ ⑤



82

5. 各ノードをダブルクリックすると設定画面が開きますので、それぞれを設定します。

① http in

作成したファイルにアクセスするURLを設定するノードです。
URLに任意のテキストを入力して完了を押下します。

【Note】
作成したファイルにアクセスする場合のURLは以下のようになります。
開いているエディターのURLのドメイン:ポート番号/入力したURL

例）http inノードで入力したURLが「/test」、
開いているエディターのURLが下記の場合、

⇒ファイルにアクセスするURLはこのようになります。
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp:37001/test
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② http request

CSVファイルを読み込むノードです。
CKANでコピーしたCSVのURLを入力し完了を押下します。

③ CSV

読み込んだCSVファイルを扱えるように変換するノードです。
「1行目に列名を含む」にチェックを入れ、出力に「配列化した1つのメッセージ」を
指定して完了を押下します。

CKANでコピーしたファイルのURLを貼り付ける
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④ function

functionは読み込んだデータへのアクションを指定するノードです。
以下のようにコードを入力して完了を押下します。

■コード
var data = msg.payload;//CSVの読み込み

let Female=[];//取り出した行を保存する配列を準備

//CSVを1行ずつ確認してgenderがFemaleのものだけを
//取り出して配列に保存する
for(let i=0; i<data.length; i++){

if (data[i]["gender"] =="Female"){
Female.push(data[i]);

}
};

//データを上書きして次のノードに渡す
msg.payload = Female;
return msg;
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⑤ http response

作成したファイルを指定したURLからダウンロードできるようにするノードです。
ステータスコードに200と入力して完了を押下します。

6. すべてのノードの設定が完了したら画面右上にあるデプロイを押下します。

7. 作成したURL(①http in 参照)にアクセスするとファイルがダウンロードできます。
(CSVやJSONなど作業したブラウザで開けるファイルはブラウザ上に表示されます)
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■2つのCSVデータ結合しJSONに変換し書き出す

準備したCSVファイルは以下のとおりです。2つのデータを結合します。

データ1 データ2

e-RED
1. CKANにログイン後、利用したいデータが含まれるデータセットを開きます。

2. 利用したいデータの右側にある「探索」を押して「プレビュー」を選択します。
プレビューが表示されない場合は「より多くの情報」を選択します。

3. データ名の直下にあるURLをコピーします。

4. Node-REDにログインしてエディターを開き、以下のようにノードを配置しつなぎます。

コピーする

①

③ ④

⑤ ⑥②
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5. 各ノードをダブルクリックすると設定画面が開きますので、それぞれを設定します。

① http in

作成したファイルにアクセスするURLを設定するノードです。
URLに任意のテキストを入力して完了を押下します。

【Note】
作成したファイルにアクセスする場合のURLは以下のようになります。
開いているエディターのURLのドメイン:ポート番号/入力したURL

例）http inノードで入力したURLが「/test」、
開いているエディターのURLが下記の場合、

⇒ファイルにアクセスするURLはこのようになります。
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp:37001/test
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② function

Functionは読み込んだデータへのアクションを指定するノードです。
ここではグローバル変数を定義します。コードを入力して完了を押します。

コードを入力

■コード
context.global.n = 2; //読み込むCSVの個数
context.global.data = new Array(2); //読み込むCSVの個数が入る配列を作る

return msg;
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③ http request

CSVファイルを読み込むノードです。データ1,2それぞれにノードを作成します。
CKANでコピーしたCSVのURLを入力し完了を押下します。

④ CSV

読み込んだCSVファイルを扱えるように変換するノードです。
データ1,2それぞれにノードを作成します。
「1行目に列名を含む」にチェックを入れ、出力に「配列化した1つのメッセージ」を
指定して完了を押下します。

CKANでコピーしたファイルのURLを貼り付ける
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⑤ function

functionは読み込んだデータへのアクションを指定するノードです。
以下のようにコードを入力して完了を押下します。

■コード
//読み込まれたCSVをカウント

context.global.n--;

// CSVのデータを②で作った配列にを格納

context.global.data[context.global.n] = msg.payload;

// 定義した入力数のCSVが読み込まれたら結合処理をする

if (context.global.n === 0) {
let union = [];
// 一行ずつデータを結合する

for (let i = 0; i < context.global.data[context.global.n].length; i++) {
let data1 = context.global.data[0][i];
let data2 = context.global.data[1][i];
union.push({ ...data1, ...data2});

}

//データを上書きして次のノードに渡す

msg.payload = union;
return msg;

}
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⑥ http response

作成したファイルを指定したURLからダウンロードできるようにするノードです。
ステータスコードに200と入力して完了を押下します。

6. すべてのノードの設定が完了したら画面右上にあるデプロイを押下します。

7. 作成したURL(①http in 参照)にアクセスするとファイルがダウンロードできます。
(CSVやJSONなど作業したブラウザで開けるファイルはブラウザ上に表示されます)


